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研究成果の概要（和文）： 

上下床一体型装置、可動型装置を一晩使用し、口腔内から撤去後の最大咬合力と咬合接触面

積、歯の動揺度、歯の痛みについて比較を行った。その結果、可動型装置は一体型装置と比べ

て装置を取り外した後の咬合機能回復と痛みの消失が早いことより装置使用のコンプライアン

ス向上に寄与し、SAS 治療により有効であると考えられる。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The main aim was to evaluate the influence on occlusal contact area (OCA), maximum bite force 

(MBF), center of occlusal load (COL) and tooth pain after the nocturnal use of different mandibular 

advance appliances (MAAs) for obstructive sleep apnea therapy.  

Significant difference in COL compared to baseline was disappeared more quickly with two-piece 

MAAs than with one-piece MAAs, after 5 and 30 minutes, respectively. Comparing two MAAs, VAS 

score was higher in one-piece MAAs than in two-piece MAAs until 30 minutes and significance was 

found 30 minutes after removing the appliance. 

In conclusion, it is shown that two-piece MPA is superior to the one-piece one in terms of the degree 

side effect on occlusal function. 
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１．研究開始当初の背景 

我が国でも睡眠に対する関心が高まった

結果、今まで潜在的に症状を有していた潜伏

患者が睡眠外来やいびき外来などを訪れる

ことで顕在化するようになり、これまで以上

に数多くの睡眠呼吸障害の検査・治療の実績

が挙げられるようになった。そこで多くの歯

科医が口腔内装置を取り扱うようになった

今、装置装着による副作用についてこれまで

以上に詳細に精査する必要が出てきた。現在

の市場では上下一体型と可動式上下分離型

に大別されている。今後、装置のデザインに

よる効果、装着感覚、そして歯列への副作用

の違いを明らかにして２１世紀型のスタン

ダードタイプを確立する必要が本邦歯科界

において急務と思われ、多くの SAS 患者が待

ち望んでいることである。 

 

２．研究の目的 

睡眠時無呼吸症候群の歯科分野からの有

効な治療方法である口腔内装置による下顎

前方誘導が歯列・咬合に及ぼす副作用を多

面的に明らかにし、副作用からの回復を早

め、さらに副作用を減少させる新しい口腔

内装置の臨床応用化を目的とする。 

 

３．研究の方法 

口腔内装置による歯の移動に関する副作用

を詳細に調べるため、以下の手法で歯の移動

初期に見られる現象の経時的変化を記録する。

基礎的データとして上下床一体型口腔内装置

を使用した際の、起床後1時間までの口腔機能

の変化を下記の方法によって蓄積する。その

後、被験者に新しい上下床可動型口腔内装置

を使用させ、同様の方法にて口腔機能検査を

行 う 。 George PT (Sleep and Breath 

2001;5:139-47)は患者への問診の結果、起床

後30分から1時間程度で前方に誘導されてい

た下顎位が戻り、強く噛みしめることが出来

るようになると報告していることから本研究

では起床時に口腔内装置を取り外した直後か

ら、5分、15分、30分、60分、120分の間隔

で起床後1時間までの記録を行うこととする。

測定項目、分析手順は以下の通りである。 

(1)動揺度を歯動揺度測定装置（Periotest, 

SIEMENS）にて前歯、小臼歯、大臼歯に分けて

測定する。 

(2)咬合接触面積、咬合力、咬合重心を咬合力

分 析 装 置 (Dental Prescale Occluzer, 

FUJIFILM)にて測定し、データを出力し、加工

するための分析コンピュータに保存する。 

(3)装置装着による歯列への違和感や痛みに
ついて Visual Analogue Scale (VAS)を用い
て客観的評価を行う。 
 
４．研究成果 

最大咬合力と咬合接触面積は、いずれも装

置撤去 30 分後から直後の値と有意差を認め

た。すでにベースライン値の 80%に達する者

もいたが、50%に満たないケースもあった。

また、咬合重心は漸次、前方から後方へ移動

した。装置を撤去した直後の歯の動揺度は、

下顎中切歯が最も高い値を示し、ついで上顎

大臼歯、犬歯の順となった。動揺度は経時的

に減少傾向を示した。VAS 値の改善について

は、可動型装置で使用終了直後と 15 分経過

時の間で有意差を認めた。 
上記の結果から、一部の被験者で咬合機能

低下や不快感が長く続いたことから、装置使

用には十分留意する必要が強く示唆された。

また、下顎可動性を有する口腔内装置は、一

体型装置と比べて装置を取り外した後の咬

合機能回復と痛みの消失が早いことが明ら

かになった。このことから可動型装置は装置

使用のコンプライアンス向上に寄与し、SAS

治療により有効であると考えられる。 
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